
一

は
じ
め
に

そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
国
学
書
は
少
な
く
な
い
。
長
野
義
言
著

『

活
語
初
の
栞』

も
そ
の

よ
う
な
国
学
書
の
一
つ
で
あ
る
。

く
わ
つ
ご

う
ひ

の

し
を
り

活
語
初
の
栞

一
巻

長
野
義
言
撰

堀
内
廣
城
等
校
、

直マ
マ

元
序
、
瀧
野
知
雄
跋

こ
の
書
は
、
働
詞
の
自
他
と
、
詞
の
延
約
と
を
説
き
た
る
も
の
に
て
、

詞
の
通
路
の
説
を
敷
延
し
た
る
な
り
、
末
に
年
月
并
に
春
夏
秋
冬
十
二

ヶ
月
の
名
義
を
と
き
た
る
條
あ
り
、

吉
川

(

一
〇
九
二)

に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
内
容
が

詳
し
く
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。｢

義
言
は
本
居
宣
長
の
正
統
の
後

継
者
を
も
つ
て
自
任
し
、
著
書
八
十
余
種
を
著
し
た
。
が
、
そ
の
多
く
は
散

逸
し
た
こ
と
な
ど
の
た
め
に
世
人
の
知
る
こ
と
の
少
い
国
学
者
・
語
学
者
・

歌
学
者
で
あ
り
、
ま
た
政
治
家
で
も
あ
つ
た｣

(

井
之
口

(

一
九
五
三)

五

頁)

と
さ
れ
る
著
者
の
状
況
も
、
同
書
が
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
書
が
本
居
春
庭

『

詞
の
通
路』

に
大
き
く
寄
り

か
か
っ
た
書
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
先
行
書
に
大
き
く

拠
る
こ
と
に
よ
り
、
学
史
的
な
価
値
が
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、『

活
語
初
の
栞』

は
先
行
書
の
単
な
る
模

倣
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
論
な
り
国
語
史
観
な
り
が
記
載
さ

れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
国
語
学
史
研
究
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
に

は
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
は
、『

詞
の
通
路』

が
ど
の
よ
う
に
発
展
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
の

例
の
一
つ
と
し
て

『

活
語
初
の
栞』

に
注
目
す
る
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
学

史
的
研
究
へ
の
寄
与
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

二

大
阪
大
学
図
書
館
蔵

『

活
語
初
の
栞』

『

活
語
初
の
栞』

の
版
本
所
蔵
者
は
、『

補
訂
版
国
書
総
目
録』

に
は
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

成◯
嘉
永
三
年

版◯
国
会
・
国
会
亀
田
・
内
閣
・
静
嘉
・
宮
書
・
学
習
院
・

京
大
・
国
学
院
・
東
大
・
東
北
大
狩
野
・
広
島
大
・
大
阪
府
・
神
宮
・

茶
図
武
藤
・
無
窮
神
習

ま
た
、『
古
典
籍
総
合
目
録』

に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

成◯
弘
化
二
跋

版◯
弘
化
三
年
版
―
福
井
大
好
日
・
弘
前
、
そ
の
他
―
大

阪
女
子
大

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
、
こ
れ
ら
に
は
記
さ
れ

―��―
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て
い
な
い
。
同
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
三
冊
の

『

活
語
初
の
栞』

が
所
蔵

さ
れ
て
い
る

(

整
理
番
号
二
一
〇
、
二
一
一
、
五
九
一)

。
代
表
と
し
て
整

理
番
号
二
一
〇
の
書
誌
を
次
に
記
す

(

１)

。

題
…〈
外
題〉

活
語
初
の
栞

〈

内
題〉

活
語
初
乃
栞

〈

尾
題〉

初
乃

し
を
り

表
紙
…����
×����
㎝
。
左
肩
単
枠
題
簽

｢

活
語
初
の
栞｣

装

幀
…
袋
綴
。
遊
紙
な
し
。
丁
数
…
序
５
丁
、
本
文��
丁
、
跋
３
丁
。

柱
…
柱
題

｢

初
乃
栞｣
・
丁
数
。
匡
郭
…����
×����
㎝
。
序
・
跋
…
真

元

序
／
弘
化
二
年
八
月

伊
勢
の
國
人

瀧
野
知
雄

跋

そ
の
他
…
本
文
冒
頭

｢

長
野
義
言
著｣

、
本
文
末
尾

｢
弘
化
三
年
二
月

十
五
日

堀
内
廣
城
校
合
／
伊
吹
山
下
馬
淵
安
由
書｣

阪
大
蔵
本
は
三
冊
と
も
複
数
箇
所
の
匡
郭
欠
損
部
分
の
一
致
か
ら
同
板
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『

補
訂
版
国
書
総
目
録』

『

古
典
籍
総
合
目
録』

に
所

蔵
が
明
記
さ
れ
て
い
る
版
本
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
と
も
匡
郭
欠
損

部
分
の
一
致
を
見
た

(

２)

。
以
下
本
稿
で
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ

て
稿
を
進
め
る
が
、
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
他
の
所
蔵
本
に
お
い
て
も
同
様
と

な
ろ
う
。

『

活
語
初
の
栞』

は
弘
化
二

(

一
八
四
五)

年
の
跋
文
を
持
つ
が
、
開
板

時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
本
文
末
尾
に
弘
化
三
年
校
合
と
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
次
の
吉
田

(

一
九
七
三)

の
記
述
か
ら
、
跋
文
が
記
さ
れ
て
か

ら
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
開
板
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

義
言
は
そ
の
著
述
の
開
板
を
急
ぐ
よ
う
に
広
城
に
懇
願
し
て
い
た
が
、

｢

堀
内
家
略
歴｣

弘
化
三
年
の
条
に
、｢

五
月
、
末
分
櫛
彫
刻
成
ル｣

と

あ
っ
て
、
義
言
の
念
願
が
達
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。(

中
略)

｢

末

分
櫛｣

の
開
板
の
時
期
は
、｢

堀
内
家
略
歴｣

で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

借
金
の
一
部
を
そ
の
方
へ
廻
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ

｢

初
の
栞｣

開
板

の
時
期
は
、
略
歴
に
見
え
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、｢

末
分

櫛｣

に
先
だ
っ
て
開
板
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は

｢

初
の
栞｣

の

奥
付
に
、｢

桃
廼
舎
蔵
板｣

と
し
て
、
最
初
に

｢

活
語
初
乃
栞
出
板｣

と
あ
り
、
近
刻
の
分
と
し
て
、｢

末
分
櫛
附
録｣

｢

通
路
街
乃
栞｣

｢

標

注
仮
字
万
葉
集｣

の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。｢

初
の

栞｣

の
末
尾
に
、｢

弘
化
三
年
二
月
十
五
日
、
堀
内
広
城
校
合｣

と
あ

る
か
ら
、
同
書
の
開
板
が
わ
ず
か
に
先
で
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
つ
づ
く

よ
う
に
し
て
、｢

末
分
櫛｣

の
開
板
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(

一
八
一
―

二
頁)三

国
語
学
史
上
の
位
置
付
け
へ
の
手
が
か
り

長
野
義
言
と
国
学
と
の
関
わ
り
は
、
古
く
小
林

(

一
九
四
一)

や
井
之
口

(
一
九
五
三)

な
ど
で
、
そ
の
著
述
の
紹
介
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
。
比

較
的
近
年
の
も
の
で
は
、
吉
田

(

一
九
九
一)

が
詳
し
い
。

長
野
主
膳
、
諱
は
義よ
し

言と
き

、
初
称
は
主
馬
、
号
を
桃も
も

廼の

舎や

と
い
い
、
国
学

者
で
あ
る
。(
中
略)

長
野
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
、
近
江

に
現
れ
る
前
、
前
半
生
不
明
の
ま
ま
、
天
保
十
年
飄
然
と
紀
州
藩
領
の

―��―

奥
書
…

桃
廼
舎
蔵
板

活
語
初
乃
栞

出
板

末
分
櫛
附
録

近
刻

通
路
街
乃
栞

同

標注
假
名
萬
葉
集

同

�������



伊
勢
国
飯
高
郡
川
俣
郷
宮
前
村
字
滝
野
に
現
れ
、
角
屋
甚
兵
衛
な
る
旅

館
に
身
を
投
じ
た
と
こ
ろ
で
、
彼
の
後
半
生
が
始
ま
る
。
長
野
は
松
坂

で
同
所
の
滝
野
次
郎
知と
も

雄か
つ(

後
蔵
人
、
次
郎
左
衛
門)

方
の
鈴
屋
国
学

の
蔵
書
を
聞
き
、
そ
れ
に
引
か
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
滝
野
家
は
、
寛

永
参
勤
交
代
の
折
、
和
歌
山
街
道
が
紀
州
侯
の
通
り
道
と
な
っ
た
と
き

か
ら
の
本
陣
で
あ
っ
た
。
知
雄
は
本
居
春
庭
・
大
平
の
門
人
で
、
長
野

は
そ
の
蔵
書
を
借
り
受
け
て
研
究
に
励
ん
だ
。
長
野
は
こ
こ
で
大
庄
屋
・

勘
定
奉
行
直
支
配
郷
士
の
堀
内
広ひ
ろ

城き

(

良
勝)

の
知
遇
を
得
る
が
、
広

城
も
ま
た
大
平
の
門
人
で
、
後
に
は
子
息
千
稲

(

良
広)

と
共
に
彼
の

庇
護
者
と
な
る
。(

中
略)
滝
野
に
姿
を
見
せ
た
前
後
七
年
間
は
、
滞

在
と
い
っ
て
も
四
、
五
日
か
ら
十
日
ほ
ど
で
、
一
度
五
十
日
ほ
ど
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
長
逗
留
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
同
年
三
月
長
野
は

多
紀
を
伴
っ
て
伊
勢
の
河
崎
を
出
船
し
て
か
ら
、
尾
張
・
三
河
・
美
濃

を
遊
歴
し
、
行
く
先
々
で
国
学
を
講
じ
た
。
い
わ
ば
漂
泊
の
国
学
者
で

あ
っ
た
。(

吉
田

(

一
九
九
一)

一
二
六
―
七
頁)

こ
う
し
た
指
摘
か
ら
も
、
本
居
春
庭
の
影
響
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
長
野
義

言
の
著
書
を
学
史
的
に
位
置
付
け
る
の
に
有
効
な
視
点
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

ま
た
、『

活
語
初
の
栞』

の
大
意
や
凡
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

古
へ
の
言
葉
を
と
く
に
も
哥
を
よ
む
に
も
先
こ
と
ば
の
活
用
ハ
タ
ラ
キ

を
よ
く
わ

き
ま
へ
し
ら
ず
て
は
其
意
得
が
た
き
事
多
し
。
か
れ
今
言
葉
の
活
用
を

し
め
さ
ん
に
語
の
自
他
と
延
約
を
委
く
圖カ
タ

し
て
初
学
ウ
ヒ
マ
ナ

び
の
為
に
さ
と
り

や
す
か
ら
し
む
。
さ
る
は
こ
の
事
お
の
れ
は
じ
め
て
思
ひ
よ
れ
る
に
も

あ
ら
ず
、
已
に
本
居
の
春
庭
翁
の
詞
の
通
路
と
い
ふ
も
の
に
か
つ
ぐ
出

さ
れ
た
る
に
そ
へ
て
こ
の
圖
は
さ
ら
に
設
た
り
。(

大
意
一
オ)

○
四
段
の
活
一
段
の
活
中
二
段
の
活
下
二
段
の
活
き
な
ど
い
ふ
は
、
詞

の
や
ち
ま
た
に
出
た
る
名
を
か
り
て
い
へ
れ
ば
、
そ
の
活
き
ざ
ま
は
本

書
ま
た
か
つ
み
ぶ
り
に
よ
り
て
わ
き
ま
ふ
べ
し
。
又
未
然
続
用
切
止
続

躰
已
然
外

活

ト
ツ
ハ
タ
ラ
キ

等
の
名
は
か
つ
み
ぶ
り
に
い
へ
れ
ば
そ
を
み
て
し
る
べ

し
。
さ
て
そ
の
こ
と
と
け
る
は
、
若
狭
の
国
の
僧
義
門
が
あ
ら
は
せ
る

書
に
大
か
た
こ
と
は
く
は
し
け
れ
ど
、
そ
れ
は
た
誤
な
き
に
あ
ら
ね
ば
、

次
に
通
路
ち
ま
た
の
し
を
り
と
い
ふ
書
し
て
し
め
さ
ん
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
同
書
は

『

詞
の
通
路』

に
負
う
と
こ

ろ
多
大
で
あ
る
。
ま
た
、
前
半
部

｢

詞
乃
自
他
圖
説｣

の
目
録
の
名
称
を
見

て
も
、
活
用
の
仕
方
の
異
な
る
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
を
示
し
た『

詞
の
通
路』

上
下
対
置
語
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

―��―

詞
乃
自
他
圖
説

目
録

○
四
段
活
語
よ
り
下
二
段
に
行
格

一
丁

○
下
二
段
活
語
よ
り
四
段
に
行
格

四
ウ

○
四
段
よ
り
下
二
段
に
行
圖
説

五
ウ

○
下
二
段
よ
り
四
段
に
行
圖
説

六
オ

○
自
他
差
別
わ
き
ま
へ
乃
説

六
ウ

○
外
活
使○

と
令○

活
用
の
校サ

定ダ

詞
乃
延
約
圖
説

目
録

○
初
語
よ
り
く
に
延
る
例

廿
二
ウ

○
佐○

行
四
段
に
延
る
例

廿
四
ウ

○
波○

行
四
段
に
延
る
例

廿
七
オ

○
同
下
二
段
に
延
る
例

廿
八
ウ

○
良○

行
四
段
に
延
る
例

廿
九
ウ

○
二
重
に
延
る
例

卅
一
オ

�������



と
は
い
え
、
次
節
以
降
に
み
る
よ
う
に
、『

活
語
初
の
栞』

に
収
録
さ
れ

た
図
表
を
丹
念
に
見
て
み
る
と
、『

詞
の
通
路』

の
単
な
る
引
き
写
し
や
要

約
な
ど
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
よ
り
分
析
が
深
化
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る

箇
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
学
史
的
に
も
同
書
は
意
義
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、『

詞
の
通
路』

と
の
対
照
を
行
い
つ
つ
、

『

活
語
初
の
栞』

の
学
史
的
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

四

『

活
語
初
の
栞』

自
他
表
に
お
け
る

｢

他｣

の
意
義

前
半
部

｢

詞
乃
自
他
圖
説｣

で
は
、
動
詞
を
活
用
ご
と
に

｢

自｣
｢

他｣

に
分
類
し
て
、
該
当
す
る
語
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
図
表
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
図
は
上
段
に

｢

自｣

、
下
段
に

｢

他｣

が
対
置
さ
れ
て
い
る
。

｢

四
段
活
語
よ
り
下
二
段
に
行
格｣

の
場
合
を
例
に
次
に
挙
げ
て
お
く

(

表

は
、
本
文
一
ウ
〜
四
オ
よ
り
、
各
行
の
先
頭
の
語
を
ま
と
め
た
も
の)

。
以

下
、
こ
う
し
た
図
を

｢

自
他
表｣

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
図
に
は

｢

自｣
｢

他｣

の
意
義
が
図
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
挙
げ
た

｢

四
段
活
語
よ
り
下
二
段
に
行
格｣

の
場
合
は
、｢

自｣

の
意
義

は

｢

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す｣

、｢

他｣

の
意
義
は

｢

他
よ

り
し
か
ら
し
む
る｣

で
あ
る
。
自
他
表
に
記
載
さ
れ
た

｢

自｣
｢

他｣

の
意

義
を
、
各
図
表
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

(

項
目
名
は
前
掲
目

録
に
よ
る)

。

―��―

八
オ

○
同
し
ゝ
と
せ
し
と
の
わ
き
ま
へ

○
四
段
活
よ
り
佐
行
四
段
に
行
格

八
ウ

○
同
一
段
中
下
の
二
段
よ
り
行
格

十
オ

○
四
段
活
よ
り
佐
行
下
二
段
に
行

格

十
二
ウ

○
同
一
段
中
下
の
二
段
よ
り
行
格

十
五
オ

○
良○

行
よ
り
他
の
四
段
に
行
格

十
六
オ

○
同
他
の
下
二
段
に
う
つ
り
行
格

十
六
ウ

○
他
の
行
よ
り
良○

行
下
二
段
に
行

格

十
八
ウ

○
同
良○

行
下
二
段
自
他
に
亘
ワ
タ
ル

格

廿
オ

○
使
令
オ
ホ
ス
ル

語
を
ね
に
延
る
例

卅
一
ウ

○
同
二
重
に
延
る
例

卅
二
オ

○
近
躰
約
語
之
例

卅
三
オ

○
古
風
約
語
之
例

卅
四
オ

○
同
二
重
に
約
例

卅
四
ウ

○
同
初
四
轉
し
た
る
例

卅
五
オ

○
年
月
日
の
名
義

卅
六
オ

○
春
夏
秋
冬
の
名
義

卅
六
ウ

○
十
二
ヶ
月
の
名
義

卅
七
ウ

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る

み
づ
か
ら
し
か
す

他

他
よ
り
し
か

ら
し
む
る

加
行

四
段
活

開

あ
き

あ
く

同
行

下
二
段
活

あ
け

あ
く
る

佐
行

四
段
活

遣
又

お
こ
し

お
こ
す

同
行

下
二
段
活

お
こ
せ

お
こ
す
る

多
行

四
段
活

育

そ
だ
ち

そ
だ
つ

同
行

下
二
段
活

そ
だ
て

そ
だ
つ
る

波
行

四
段
活

浮

う
か
びミ

同
行

下
二
段
活

う
か
べメ

�������



(

１)

四
段
活
語
よ
り
下
二
段
に
行
格

(

一
丁)

《

四
段
―
他◯
下
二
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
し
か

ら
し
む
る

(

２)

下
二
段
活
語
よ
り
四
段
に
行
格

(

四
ウ)

《

自◯
下
二
段
―
他◯
四

段》自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
な
す

(

３)

四
段
活
よ
り
佐
行
四
段
に
行
格

(
八
ウ)

《

自◯
四
段
―
他◯
サ
行

四
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
な
す

(

４)

同
一
段
中
下
の
二
段
よ
り
行
格

(

十
オ)

《

自◯
中
二
段
・
下
二

段
―
他◯
サ
行
四
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
な
す

(

５)

四
段
活
よ
り
佐
行
下
二
段
に
行
格

(

十
二
ウ)

《

自◯
四
段
―
他◯

サ
行
下
二
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
し
か

ら
し
む
る

(

６)

同
一
段
中
下
の
二
段
よ
り
行
格

(

十
五
オ)

《

自◯
中
二
段
・
下

二
段
―
他◯
サ
行
下
二
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ
か
ら
し
か
す

他◯
他
よ
り
し
か

ら
し
む
る

(

７)

良○

行
よ
り
他
の
四
段
に
行
格

(

十
六
オ)

《

自◯
ラ
行
四
段
―
使□

そ
の
他
の
行
四
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
な
る

使□
他
よ
り
な
す

(

８)

同
他
の
下
二
段
に
う
つ
り
行
格

(

十
六
ウ)

《

自◯
ラ
行
四
段
―

令□
そ
の
他
の
行
下
二
段》

自◯
お
の
づ
か
ら
し
か
な
る
・
み
づ
か
ら
な
す

令□
他
よ
り
し
か

せ
し
む
る

(

９)

他
の
行
よ
り
良○

行
下
二
段
に
行
格

(

十
八
ウ)

《

自◯
ラ
行
以
外

の
行
―
被□
ラ
行
下
二
段》

自◯
自
か
ら
し
か
す
・
他
よ
り
し
か
す

被□
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ

(��)
同
良○

行
下
二
段
自
他
に
亘
ワ
タ
ル
格

(

廿
オ)

《

ラ
行
以
外
の
行
―
自◯

他◯
ラ
行
下
二
段》

(��)
は
、｢

自｣

と

｢

他｣

と
が
同
欄
で
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
語

等
か
ら
敢
え
て
い
え
ば
、｢

自◯
み
づ
か
ら
し
か
せ
ら
る
ゝ｣

｢

他◯
他
よ
り
し
か

せ
ら
る
ゝ｣

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た

｢

自｣
｢

他｣

の
意
義
は
、『

詞
の
通
路』

の
上
下
対
置
語
を
参

照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
み
る
と
、
一
見
自
他

表
は
上
下
対
置
語
を
並
べ
直
し
た
だ
け
の
よ
う
だ
が
、
意
義
の
部
分
を
詳
細

に
検
討
す
る
と
、
そ
れ
が
単
な
る
引
き
写
し
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

『
活
語
初
の
栞』

凡
例
で
は
、
自
他
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

○
言
語
の
自
他
を
い
ふ
は
、
先
カ四
加
行
四
段
の
活
也

下
み
な
唯
レ

之

お
も
む
く
は
、
自ワ

身ガ

に

お
も
む
く
も
他
人
の
お
も
む
く
も
、
そ
の
お
も
む
く
方
に
つ
き
て
い
ふ

は
み
な
自
と
し
、
又
自ワ
レ

よ
り
他
を
お
も
む
か
す
る
も
人
の
他
を
お
も
む

か
す
る
も
、
わ
ざ
し
て
お
も
む
か
し
む
る
は
み
な
他
と
い
へ
り
。
餘
は

―��―

う
か
ぶム

う
か
ぶム

る

末
行

四
段
活

赤
ク
成

あ
か
み

あ
か
む

同
行

下
二
段
活

あ
か
め

あ
か
む
る

羅
行

四
段
活

入

い
り

い
る

同
行

下
二
段
活

い
れ

い
る
ゝ

�������



な
ず
ら
へ
て
し
る
べ
し
。(

大
意
二
ウ)

｢
お
も
む
く｣

の
場
合
は
、｢

自
よ
り
他
を
お
も
む
か
す
る｣

も

｢

人
の
他
を

お
も
む
か
す
る｣

も
同
様
に｢

他｣

に
含
め
る
と
し
て
い
る
。
分
類
に
あ
た
っ

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は

｢

他
を
お
も
む
か
す
る｣

こ
と
で
あ
る
。

(

１)

を
例
に
見
て
み
よ
う
。(

１)

の

｢

他｣

は

｢

他
よ
り
し
か
ら
し
む

る｣

と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、｢

開
け
・
開
く
る｣

は
、
他
よ
り

｢

開

く｣

の
状
態
に
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、｢

遣
こ
せ
・
遣
こ
す
る｣

は
他
よ
り

｢

遣
こ
す｣

の
状
態
に
、｢

育
て
・
育
つ
る｣

は
他
よ
り

｢

育
つ｣

状
態
に
そ
れ
ぞ
れ
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。｢

他｣

と
い
う
の
は
、

行
為
者
に
よ
り
、
行
為
の
対
象
が
ど
う
い
う
状
態
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
変

化
結
果
の
状
態
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。(

５)

(

６)

の

｢

他
よ
り
り
か
ら
し
む
る｣

も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。(

２)

〜

(

４)

、(

７)

の

｢

他
よ
り
な
す｣

に
は
次
の
よ
う
な
語
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。(

２)
(

闕)

か
き
・
か
く
、(

砕)

く
だ
き
・
く
だ
く
、(

裂)

さ
き
・

さ
く
…

(

３)
(

動)

あ
ゆ
が
し
・
あ
ゆ
が
す
、(

生
・
活)

い
か
し
・
い
か
す
…

(

４)
(

起)

お
こ
し
・
お
こ
す
、(

過)

す
ぐ
し
・
す
ぐ
す
、(
尽)

つ
く
し
、
つ
く
す
…

(

７)
(

継)

つ
ぎ
・
つ
ぐ
、(

繋)

つ
な
ぎ
・
つ
な
ぐ
、(

除)

の
ぞ

き
・
の
ぞ
く
…

こ
れ
ら
も
他
よ
り

｢

闕｣
｢

動｣
｢

起｣
｢

継｣

と
い
う
状
態
に
な
っ
た
こ
と

に
記
述
の
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
自
他
表
に
見
る
限
り
、
義
言
は
対
象
の

結
果
状
態
に
注
目
し
て
分
類
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を

『

詞
の
通
路』

と
比
較
し
て
み
よ
う
。『

詞
の
通
路』

で
は
、
主

に
六
段
図
と
上
下
対
置
語
に
よ
っ
て
動
詞
の
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
下

対
置
語
は
、
活
用
の
仕
方
の
異
な
る
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
を
活
用
行
ご
と
に

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
意
義
の
違
い
を
持
つ
も
の
で

あ
る
か
の
説
明
が
語
の
列
挙
の
後
に
続
く
。

多
行
四
段
活
詞

同
下
二
段
活
詞

そ
た
つ

そ
た
つ
る

た
つ

た
つ
る

右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
物
を
然

す
る
と
い
ふ
詞
な
り

羅
行
四
段
活
詞

同
下
二
段
活
詞

い
る

い
る
ゝ

右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
す
る
を
い

ふ
こ
と
は
な
り

右
の
場
合
で
は
、
上
段

｢

そ
た
つ｣

｢

た
つ｣

｢

い
る｣

は

｢

お
の
つ
か
ら
然

る｣

こ
と
を
表
す
語
で
あ
り
、
下
段

｢

そ
た
つ
る｣

｢

た
つ
る｣

は

｢

物
を

然
す
る｣

、｢

い
る
ゝ｣

は

｢

他
に
然
す
る｣

こ
と
を
表
す
語
だ
と
説
明
さ
れ

る
。

『

活
語
初
の
栞』

自
他
表
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
は

『

詞
の
通
路』

上
下

対
置
語
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ
語
に
つ
い

て
『

活
語
初
の
栞』

と

『

詞
の
通
路』

と
の
意
義
説
明
を
比
較
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
自
他
表
で
の

｢

そ
だ
て
・
そ
だ
つ
る｣

｢

い
れ
・
い
る
ゝ｣

は

｢
他
よ
り
し
か
ら
し
む
る｣

と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
上
下
対
置
語
で
は

｢

そ
た
つ
る｣
は

｢

物
を
然
す
る｣

｢

い
る
ゝ｣

は

｢

他
に
然
す
る｣

と
説
明

さ
れ
る
、
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。

次
の
表
は
、
右
の
方
法
に
よ
っ
て
、
前
掲

(

１)

か
ら

(��)
に
あ
た
る

―��―

�������



｢
自｣

｢

他｣

の
意
義
に
つ
い
て
、
自
他
表
で
の
意
義
と
、
そ
れ
に
対
応
す

る
と
考
え
ら
れ
る
上
下
対
置
語
で
の
意
義
説
明
と
を
対
照
表
に
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
う
し
て
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、｢

自｣

に
関
す
る
説
明
は
両
者
同
様
で

あ
る
が
、｢

他｣
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『

詞
の
通
路』

の
説
明
は
、｢

も
の
を
然
す
る｣

ま
た
は

｢

他
に
然
す
る｣

で
あ
る
。
対
象

―��―

活
語
初
の
栞

詞
の
通
路

(

１)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
つ

か
ら
し
か
す

お
の
つ
か
ら
然
る
・
み
つ
か

ら
然
す
る

他

他
よ
り
し
か
ら
し
む
る

も
の
を
然
す
る
・
他
に
然
す

る
(

２)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ

か
ら
し
か
す

お
の
つ
か
ら
然
る

他

他
よ
り
な
す

も
の
を
然
す
る

(

３)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ

か
ら
し
か
す

お
の
つ
か
ら
然
る

他

他
よ
り
な
す

他
を
然
す
る
・
も
の
を
然
す

る

(

４)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ

か
ら
し
か
す

お
の
つ
か
ら
然
る
・
み
つ
か

ら
し
か
す
る

他

他
よ
り
な
す

物
を
然
す
る
・
他
に
し
か
す

る

(

５)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ

か
ら
し
か
す

み
つ
か
ら
然
す
る

他

他
よ
り
し
か
ら
し
む
る

他
に
然
さ
す
る
・
他
に
然
す

る

(

６)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
る
・
み
づ

か
ら
し
か
す

お
の
つ
か
ら
然
る

他

他
よ
り
し
か
ら
し
む
る

も
の
を
然
す
る

(

７)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
な
る

お
の
つ
か
ら
し
か
る

使

他
よ
り
な
す

物
を
然
す
る

(

８)

自

お
の
づ
か
ら
し
か
な
る
・
み

づ
か
ら
な
す

お
の
つ
か
ら
然
る
・
み
つ
か

ら
然
す
る

令

他
よ
り
し
か
せ
し
む
る

物
を
然
す
る
・
み
つ
か
ら
し

か
す
る

(

９)

自

自
か
ら
し
か
す
・
他
よ
り
し

か
す

み
つ
か
ら
然
す
る
・
物
を
然

す
る

被

他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ

他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ

(�)
上

自
ら
し
か
す
・
他
よ
り
し
か

す

物
を
然
す
る

下

み
づ
か
ら
し
か
せ
ら
る
ゝ
・

他
よ
り
し
か
せ
ら
る
ゝ

み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
と
他

に
然
せ
ら
る
ゝ
と
を
か
ね
て

い
ふ

�������



へ
の
働
き
か
け
に
着
目
し
た
説
明
で
あ
り
、『

詞
の
通
路』

に
お
け
る

｢

他｣
の
捉
え
方
は
、
行
為
者
に
注
目
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に

対
し
て

『
活
語
初
の
栞』

に
お
け
る

｢

他｣

は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
対

象
の
変
化
結
果
の
状
態
に
注
目
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『

活
語
初
の
栞』
に
お
け
る

｢

他｣

の
捉
え
方
は
、『

詞
の
通
路』

に
お
け

る
そ
れ
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
他
動
性
に
つ
い
て
の
考
察
の

深
化
を
図
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

『

活
語
初
の
栞』
自
他
表
と

『

詞
の
通
路』

上
下
対
置
語

―
配
置
基
準
を
め
ぐ
っ
て
―

『

活
語
初
の
栞』

に
収
録
さ
れ
る
語
は
、
す
べ
て
『

詞
の
通
路』

に
も
記

載
の
見
え
る
語
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
や
は
り
同
書
が

『

詞
の
通
路』

に
大

き
く
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
語
の

配
置
を
見
る
と
、
義
言
が
同
書
を
著
す
に
あ
た
っ
て
自
覚
的
で
あ
っ
た
部
分

が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『

詞
の
通
路』
と
は
異
な
る

態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
、『

詞
の
通
路』

上
下
対
置
語
に
つ
い
て
、『

活
語
初
の
栞』

(
１)

〜(��)
に
該
当
す
る
も
の
を
挙
げ
る
。
活
用
行
ご
と
に
、｢

上
段
―
下
段
…

列
挙
さ
れ
た
語

(

上
段
―
下
段)

…
説
明｣

の
順
で
あ
る
。
丸
数
字
の
下
に

｢�｣

が
あ
る
も
の
は
、『

詞
の
通
路』

と

『

活
語
初
の
栞』

と
で
上
―
下
と

自
―
他
と
の
対
応
が
逆
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

(

１)

に
該
当

①
加
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
し
り
そ
く
―
し
り
そ
く
る
／
た
ひ

ら
く
―
た
ひ
ら
く
る
／
つ
ゝ
く
―
つ
ゝ
く
る
／
の
く
―
の
く
る
／
や
は
ら

く
―
や
は
ら
く
る
…
右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な

る
は
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

②
佐
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
ふ
す
―
ふ
す
る
…
右
上
な
る
は
み

つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は

な
り

③
多
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
そ
た
つ
―
そ
た
つ
る
／
た
つ
―
た

つ
る
…
右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
物

を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

④
波
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
た
が
ふ
―
た
が
ふ
る
／
ち
が
ふ
―

ち
が
ふ
る
／
つ
ど
ふ
―
つ
ど
ふ
る
／
と
ゝ
の
ふ
―
と
ゝ
の
ふ
る
／
な
ら
ぶ
―

な
ら
ぶ
る
…
右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
も

の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

⑤
麻
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
す
ゝ
む
―
す
ゝ
む
る
／
た
ゆ
む
―

た
ゆ
む
る
／
な
く
さ
む
―
な
く
さ
む
る
／
や
む
―
や
む
る
／
ゆ
か
む
／
ゆ

か
む
る
…
右
上
な
る
は
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は

物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑥
羅
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
い
る
―
い
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
お

の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

Ⅱ(

２)

に
該
当

①
加
行
下
二
段
活
詞
―
同
四
段
活
詞
…
く
た
く
る
―
く
た
く
／
と
く
る
―

と
く
／
ぬ
く
る
―
ぬ
く
／
は
く
る
―
は
く
／
や
く
る
―
や
く
…
是
は
上
な

る
と
か
へ
さ
ま
に
て
下
二
段
活
の
方
も
の
ゝ
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞

四
段
活
の
方
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

②
波
行
中
二
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
の
ぶ
る
―
の
ぶ
る
…
右
上
な
る

は
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
も
の
を
し
か
す
る
を
い
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ふ
こ
と
は
な
り
さ
て
か
く
と
も
に
の
ふ
る
と
挙
て
は
ま
き
ら
は
し
け
な
れ

と
す
わ
り
た
る
こ
と
は
に
て
あ
く
る
か
す
へ
て
の
例
な
れ
は
な
り

③
羅
行
下
二
段
活
詞
―
同
四
段
活
詞
…
き
る
ゝ
―
き
る
／
ほ
る
ゝ
―
ほ
る

／
や
ぶ
る
ゝ
―
や
ぶ
る
／
わ
る
ゝ
―
わ
る
／
を
る
ゝ
―
を
る
…
是
は
上
な

る
と
か
へ
さ
ま
に
て
下
二
段
の
方
物
の
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
四
段

活
の
方
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

Ⅲ

(

３)

に
該
当

①
加
行
四
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
う
こ
く
―
う
こ
か
す
／
お
と
ろ
く
―
お

と
ろ
か
す
／
か
わ
く
―
か
わ
か
す
／
な
ひ
く
―
な
ひ
か
す
／
わ
く
―
わ
か

す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
他
を
然
す

る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

②
波
行
四
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
う
る
ふ
―
う
る
ほ
す
／
お
よ
ふ
―
お
よ

ほ
す
／
か
よ
ふ
―
か
よ
は
す
／
さ
す
ら
ふ
―
さ
す
ら
は
す
／
ま
ど
ふ
―
ま

ど
は
す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
も

の
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

③
麻
行
四
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
く
ろ
む
―
く
ろ
ま
す
／
す
む
―
す
ま
す

／
と
よ
む
―
と
よ
も
す
／
な
や
む
―
な
や
ま
す
／
は
け
む
―
は
け
ま
す
…

右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ

こ
と
は
な
り

④
羅
行
四
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
く
ゆ
る
―
く
ゆ
ら
す
／
ち
る
―
ち
ら
す

／
て
る
―
て
ら
す
／
な
る
―
な
ら
す
／
め
く
る
―
め
く
ら
す
…
右
上
な
る

は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な

り
⑤�

佐
行
四
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
か
へ
す
―
か
へ
る
／
さ
と
す
―
さ
と
る

／
の
こ
す
―
の
こ
る
／
や
と
す
―
や
と
る
／
わ
た
す
―
わ
た
る
…
右
上
な

る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は

な
り

Ⅳ

(

４)

に
該
当

①
多
行
中
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
お
つ
る
―
お
と
す
／
お
づ
る
―
お
ど

す
／
く
つ
る
―
く
た
す
／
ひ
つ
る
―
ひ
た
す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら

然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

②
波
行
中
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
お
ふ
る
―
お
ほ
す
／
ほ
ろ
ふ
る
―
ほ

ろ
ほ
す
／
ほ
こ
ろ
ふ
る
―
ほ
こ
ろ
は
す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る

を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

③
麻
行
中
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
あ
む
る
―
あ
む
す
…
右
上
な
る
は
み

つ
か
ら
し
か
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
下
な
る
は
他
に
し
か
す
る
を
い
ふ
こ
と

は
な
り

④
麻
行
下
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
さ
む
る
―
さ
ま
す
…
右
上
な
る
は
お

の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑤
也
行
下
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
あ
ゆ
る
―
あ
や
す
／
い
ゆ
る
―
い
や

す
／
つ
ひ
ゆ
る
―
つ
ひ
や
す
／
は
ゆ
る
―
は
や
す
／
も
ゆ
る
―
も
や
す
…

右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ

こ
と
は
な
り

⑥
羅
行
中
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
お
る
ゝ
―
お
ろ
す
／
こ
る
ゝ
―
こ
ら

す
／
ふ
る
ゝ
―
ふ
る
す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は

下
な
る
は
他
を
し
か
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

⑦
羅
行
下
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
あ
る
ゝ
―
あ
ら
す
／
か
る
ゝ
―
か
ら

す
／
く
る
ゝ
く
ら
す
／
つ
か
る
ゝ
―
つ
か
ら
す
／
ぬ
る
ゝ
―
ぬ
ら
す
…
右

上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
こ

と
は
な
り
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⑧
佐
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
あ
ら
は
す
―
あ
ら
は
る
ゝ
／
く
つ
す
―

く
つ
る
ゝ
／
け
か
す
―
け
か
る
ゝ
／
こ
ほ
す
―
こ
ほ
る
ゝ
／
た
ふ
す
―
た

ふ
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然

る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

Ⅴ

(

５)

に
該
当

①
加
行
四
段
活
―
佐
行
下
二
段
活
…
お
く
―
お
か
す
る
／
か
く
―
か
か
す

る
／
さ
く
―
さ
か
す
る
／
は
く
―
は
か
す
る
／
ふ
せ
く
―
ふ
せ
か
す
る
…

右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い

ふ
こ
と
は
な
り

②
多
行
四
段
活
―
佐
行
下
二
段
活
…
う
つ
―
う
た
す
る
／
か
つ
―
か
た
す

る
／
た
つ
―
た
ゝ
す
る
／
ま
つ
―
ま
た
す
る
／
も
つ
―
も
た
す
る
…
右
上

な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞

な
り

③
波
行
四
段
活
―
佐
行
下
二
段
活
…
あ
ふ
―
あ
は
す
る
／
く
ふ
―
く
は
す

る
／
た
ゝ
か
ふ
―
た
ゝ
か
は
す
る
／
と
ふ
―
と
は
す
る
／
ぬ
ふ
―
ぬ
は
す

る
…
右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
さ
す
る

を
い
ふ
こ
と
は
な
り

④
羅
行
四
段
活
―
佐
行
下
二
段
活
…
か
ゝ
ふ
る
―
か
ゝ
ふ
ら
す
る
／
つ
く

る
―
つ
く
ら
す
る
／
は
し
る
―
は
し
ら
す
る
／
ま
も
る
―
ま
も
ら
す
る
／

ま
ゐ
る
―
ま
ゐ
ら
す
る
…
右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な

る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
詞
な
り

⑤
麻
行
四
段
活
―
佐
行
下
二
段
活
…
す
む
―
す
ま
す
る
／
の
む
―
の
ま
す

る
／
よ
む
―
よ
ま
す
る
／
を
か
む
―
を
か
ま
す
る
…
右
上
な
る
は
み
つ
か

ら
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他
に
然
さ
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑥�

佐
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
の
す
る
―
の
る
／
よ
す
る
―
よ
す
る
…

右
上
な
る
は
他
に
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ

こ
と
は
な
り

(

下
略)

Ⅵ

(

６)

に
該
当

①
加
行
中
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
お
く
る
―
お
こ
す
／
す
く
る
―
す
く

す
／
つ
く
る
―
つ
く
す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
詞
下
な

る
は
も
の
を
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

②
加
行
下
二
段
活
―
佐
行
四
段
活
…
あ
く
る
―
あ
か
す
／
ふ
く
る
―
ふ
か

す
…
右
上
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
つ
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
物
を
然
す
る
を

い
ふ
こ
と
は
な
り

Ⅶ

(

７)

に
該
当

①�
加
行
四
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
つ
ぐ
―
つ
が
る
／
の
そ
く
―
の
そ
こ
る

／
ふ
た
く
―
ふ
た
か
る
／
わ
く
―
わ
か
る
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を

い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
し
か
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

②�
麻
行
四
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
た
ゝ
む
―
た
ゝ
ま
る
…
右
上
な
る
は
物

を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

Ⅷ

(

８)

に
該
当

①�
加
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
か
く
る
―
か
ゝ
る
／
さ
く
る
―
さ
か

る
／
さ
ぐ
る
―
さ
が
る
／
た
す
く
る
―
た
す
か
る
／
ひ
ろ
く
る
―
ひ
ろ
か

る
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を

い
ふ
こ
と
は
な
り

②�
多
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
あ
つ
る
―
あ
た
る
／
す
つ
る
―
す
た

る
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
然
る
を

い
ふ
こ
と
は
な
り

③�
奈
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
か
さ
ぬ
る
―
か
さ
な
る
／
つ
ら
ぬ
る
―

つ
ら
な
る
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ
か
ら
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し
か
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

④�
波
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
か
ふ
る
―
か
は
る
／
く
は
ふ
る
―
く

は
ゝ
る
／
さ
ふ
る
―
さ
は
る
／
た
つ
さ
は
る
―
た
つ
さ
は
る
／
を
ふ
る
―

を
は
る
…
右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
し
か
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の
つ

か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑤�
麻
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
あ
つ
む
る
―
あ
つ
ま
る
／
あ
ら
た
む

る
―
あ
ら
た
ま
る
／
き
は
む
る
―
き
は
ま
る
／
と
む
る
―
と
ま
る
／
を
さ

む
る
―
を
さ
ま
る
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
お
の

つ
か
ら
然
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑥�
和
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
…
す
う
る
―
す
わ
る
…
右
上
な
る
は
物

を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

Ⅸ

(

９)

に
該
当

①
加
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
あ
さ
む
く
―
あ
さ
む
か
る
ゝ
／
い
つ

く
―
い
つ
か
る
ゝ
／
は
し
く
―
は
し
か
る
ゝ
／
は
ふ
く
―
は
ふ
か
る
ゝ
／

ま
ね
く
―
ま
ね
か
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と
は

下
な
る
は
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
な
り

②
佐
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
こ
ろ
す
―
こ
ろ
さ
る
ゝ
／
そ
ゝ
の
か

す
―
そ
ゝ
の
か
さ
る
ゝ
／
め
す
―
め
さ
る
ゝ
／
も
て
な
す
―
も
て
な
さ
る
ゝ

／
も
ど
す
―
も
ど
さ
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る

は
他
に
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

③
波
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
き
ら
ふ
―
き
ら
は
る
ゝ
／
さ
そ
ふ
―

さ
そ
は
る
ゝ
／
ま
し
な
ふ
―
ま
し
な
は
る
ゝ
／
や
し
な
ふ
―
や
し
な
は
る
ゝ

／
や
と
ふ
―
や
と
は
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
み
つ
か
ら
然
す
る
を
い
ふ
こ
と

は
下
な
る
は
他
に
し
か
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
詞
な
り

④
麻
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
う
つ
む
―
う
つ
も
る
ゝ
／
か
こ
む
―

か
こ
ま
る
ゝ
／
に
ら
む
―
に
ら
ま
る
ゝ
／
ぬ
す
む
―
ぬ
す
ま
る
ゝ
／
ね
た

む
―
ね
た
ま
る
ゝ
…
右
上
な
る
は
他
を
然
り
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
他

に
然
せ
ら
る
ゝ
を
い
ふ
こ
と
は
な
り

⑤
羅
行
四
段
活
詞
―
同
下
二
段
活
詞
…
あ
な
つ
る
―
あ
な
つ
ら
る
ゝ
／
い

の
る
―
い
の
ら
る
ゝ
／
そ
し
る
―
そ
し
ら
る
ゝ
／
ま
も
る
―
ま
も
ら
る
ゝ

／
は
か
る
―
は
か
ら
る
ゝ
…
右
上
な
る
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
お
の
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
と
を
か
ね
い
ふ
詞
な
り

(

下
略)

Ⅹ

(��)
に
該
当

①
多
行
四
段
活
―
羅
行
下
二
段
活
…
あ
や
ま
つ
―
あ
や
ま
た
る
ゝ
／
か
こ

つ
―
か
こ
た
る
ゝ
／
こ
ほ
つ
―
こ
ほ
た
る
ゝ
／
た
も
つ
―
た
も
た
る
ゝ
…

右
上
な
る
は
物
を
然
す
る
を
い
ふ
詞
下
な
る
は
み
つ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
と

他
に
然
せ
ら
る
ゝ
と
を
か
ね
て
い
ふ
詞
な
り

上
―
下
と
自
―
他
の
対
応
は
、
多
く
の
項
目
で
一
致
し
て
は
い
る
が
、
そ

う
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
一
致
を
見
な
い
の
は
、
Ⅲ
⑤
佐
行
四
段
活
―
羅

行
四
段
活
、
Ⅴ
⑥
佐
行
下
二
段
活
―
羅
行
四
段
活
、
Ⅶ
の
全
て
及
び
Ⅷ
の
全

て
で
あ
る
。

『

詞
の
通
路』

上
下
対
置
語
が
自
他
や
他
自
の
順
で
は
な
い
こ
と
は
既
に

先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
配
置
基
準
は
、
野
村

(
一
九
八
六)

に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

｢

自
他
の
わ
か
る
ゝ｣

上
下
対
置
語
は
、
恐
ら
く
次
の
原
則
に
従
っ
て

上
下
の
順
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
春
庭
は

｢

自
他
の
わ

か
る
ゝ｣
様
子
を
、
活
用
形
態
に
よ
っ
て
次
の
様
に
分
類
し
て
い
る
。

①
同
じ
行
で
分
か
れ
る
も
の
、
②
サ
行
に
う
つ
っ
て
分
か
れ
る
も
の
、

③
ラ
行
に
う
つ
っ
て
分
か
れ
る
も
の
、
④
そ
の
他
の
も
の
。
こ
の
う
ち
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②
と
③
は
、
サ
行
、
ラ
行
に
う
つ
っ
て
分
か
れ
る
が
、
ア

｢

お
の
つ
か

ら
佐
行
と
羅
行
と
に
て
自
他
の
わ
か
れ
た
る
例｣

で
は
、
必
ず
サ
行
の

語
が
上
置
さ
れ
て
い
る
。
イ

｢

加
行
よ
り
也
行
に
う
つ
り
て
自
他
の
わ

か
る
ゝ｣
例
は
た
だ
一
組
で
あ
る
が
、
カ
行
の
語
が
上
置
さ
れ
て
い
る
。

ウ｢

清
濁
に
よ
り
て
自
他
の
わ
か
れ
た
る｣

例
も
た
だ
一
組
で
あ
る
が
、

清
音
の
も
の
が
上
置
さ
れ
て
い
る
。
エ

｢

一
段
の
活
詞｣

に
つ
い
て
は

共
通
し
て
言
い
得
る
こ
と
は
、
対
置
語
の
上
下
は
、
活
用
に
基
づ
く
語

形
態
の
変
異
に
従
っ
て
順
序
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
ろ

う
。(

九
五
―
六
頁)

上
下
の
配
置
に
あ
た
っ
て
春
庭
が
注
意
し
た
の
は
、
語
形
態
の
変
異
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
語
を
、
義
言
は

『

活
語
初
の
栞』

に
お
い
て

明
確
な
自
―
他
へ
の
意
識
を
も
っ
て
分
類
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
て
の
項
目
に
お
い
て
上
―
下
と
自
―
他
と

が
逆
で
あ
っ
た
Ⅶ
及
び
Ⅷ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

『

活
語
初
の
栞』

の

(

７)

(

８)

に
該
当
す
る
が
、
自
他
表
で
は

｢

自｣
｢

他｣

で
は
な
く
、(

７)

で

は

｢

自｣

―｢

使｣

に
、(

８)

で
は

｢

自｣

―｢

令｣

と
い
う
項
目
名
に
な
っ

て
い
る
。

『

活
語
初
の
栞』

に
は
、｢

外
活
使
と
令
活
用
の
校
定｣

｢

使
令
を
ね
に
延

た
る
例｣

な
ど
の
項
目
は
あ
る
が
、｢

使｣
｢

令｣

が
い
か
な
る
意
義
で
あ
る

の
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。｢

外
活
使
と
令
活
用
の
校
定｣

で
は
、
次
の

よ
う
に
例
を
挙
げ
て
い
る
。

是
は
上
ニ

い
へ
る
他
よ
り
し
か
ら
し
む
る
ニ

四
段
と
下
二
段
と
あ
る
を
佐

行
の
ま
ゝ
に
い
へ
る
に
て
た
と
へ
ば
お
の
づ
か
ら
海
川
わ
た
る、
は
ら
行

四
段
の
活
そ
を
他
よ
り
わ
た、
し
わ
た、
す
ハ

使
レ

渡
ニ

て
さ
行
四
段
ニ

活
又
お

の
づ
か
ら
し
る
ハ

知
の
字
ニ

て
ら
行
四
段
の
活
そ
を
他
よ
り
し
ら、
せ
し
ら、

す
る
は
令
レ

知
ニ

て
さ
行
下
二
段
ニ

活
け
り

(

八
オ)

こ
れ
で
も

｢

使｣
｢

令｣

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
義

言
が
語
を
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ

｢

自｣
｢

他｣

の
二
項
目
に
分
け

る
こ
と
だ
け
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
類
さ
れ
る
語
へ
の
義
言
な
り
の
深
い
洞
察
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
洞

察
は
、
語
が
表
す
対
象
の
状
態
変
化
に
着
目
し
た
か
ら
こ
そ
為
し
得
た
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
前
節
で
窺
い
見
た
義
言
の

｢

他｣

の
性
質
へ
の
着
眼
点

は
、『

活
語
初
の
栞』

を
貫
く
、
か
な
り
自
覚
的
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
長
野
義
言

『

活
語
初
の
栞』

の
自
他
表
に
注
目
し
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
義
言
の

｢

他｣

へ
の
意
識
の
記
述
を
試
み
た
。
同
書
は

『

詞
の
通

路』

と
同
じ
語
群
を
分
類
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、

よ
り

｢

自｣
｢

他｣

の
枠
組
み
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、

他
動
性
の
本
質
の
記
述
へ
の
指
向
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

『

活
語
初
の
栞』

は

『

詞
の
通
路』

を
発
展
的
に
継
承
し
た
国
学
書
の
一
つ

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、『

活
語
初
の
栞』

に

は
｢

使｣
｢

令｣

な
ど
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
分
類
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

【

参
考
文
献】

井
之
口
有
一

(

一
九
五
三)

｢

長
野
義
言
著

｢

指
出
廼
磯
弁｣

(

稿
本)

に
つ
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い
て｣

『

滋
賀
県
立
短
期
大
学
雑
誌
Ｂ』

小
林
好
日(

一
九
四
一)

｢

長
野
義
言
と
弖
爾
波
研
究｣

『

国
語
学
の
諸
問
題』

岩
波
書
店

島
田
昌
彦

(
一
九
七
五)

｢｢

詞
の
通
路｣

の

｢

自
他｣｣

『

金
沢
大
学
法
文
学

部
論
集
文
学
編』

二
三

島
田
昌
彦

(

一
九
七
九)

『

国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞』

明
治
書
院

中
野
三
敏

(

一
九
九
五)

『
書
誌
学
談
義

江
戸
の
板
本』

岩
波
書
店

野
村
剛
史

(

一
九
八
六)

｢『
詞
通
路』

｢

詞
の
自
他
の
事｣

を
読
む｣
『

論
集

日
本
語
研
究

(

二)』
歴
史
編
、
明
治
書
院

吉
田
常
吉

(

一
九
七
三)

｢

長
野
義
言
と
そ
の
庇
護
者
堀
内
広
城
・
千
稲
父

子｣
『

日
本
歴
史』

三
〇
〇

吉
田
常
吉

(

一
九
九
一)

『

安
政
の
大
獄』

(
日
本
歴
史
叢
書
四
六)

吉
川
弘

文
館

吉
田
常
吉

(

一
九
九
二)

｢

長
野
義
言
と
一
家
の
こ
と
ど
も
―
再
び
堀
内
家

を
訪
れ
て
―｣

『

日
本
歴
史』

五
三
〇

渡
辺
英
二

(

一
九
九
五)

『

春
庭
の
語
学
研
究
―
近
世
日
本
文
法
研
究
史
―』

(

研
究
叢
書
一
六
一)

和
泉
書
院

【

注】

(

１)

整
理
番
号
二
一
一
、
五
九
一
に
つ
い
て
も
、
書
誌
は
基
本
的
に
同
じ

(

表
紙
・
匡
郭
の
大
き
さ
に
極
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
み)

で
あ
る
。

ま
た
、
二
一
〇
に
は
、
見
返
し
に
次
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
。

明
治
十
三
年
彼
月
某
日
予
試
を
受
け
て
彦
根
師
範
学
校
ニ

入
学
す

る
こ
と
得
た
り
尓
後
孜�
乎
と
し
て
勉
学
す
る
に
善
友
の
助
な
く

唯
タ

陋
生
を
し
て
懇
切
に
誘
掖
し
て
以
て
業
を
終
へ
し
む
る
は
こ

の
小
埜
美
君
あ
り
し
の
み
元
々
に
今
十
三
年
伍
月
卒
業
期
ニ

垂
ん

と
す
爰
ニ

此
書
を
寄
し
交
誼
を
後
年
に
垂
る
矣

明
治
十
三
年
五
月
上�舜
龍

香
雨
生

謹
白

(

２)

直
接
確
認
し
た
の
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
及
び
大
阪
女

子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
。
ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
及
び
東
北
大
学

狩
野
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
た
限
り

で
は
同
様
の
欠
損
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

(

ふ
か
ざ
わ

あ
い
・
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師)
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